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第
72
号
議
案
か
ら
第
99
号
議
案
ま
で
の
計
28
議
案
に
つ
い
て
、定
例

会
初
日
終
了
後
、各
常
任
委
員
会（
付
託
協
議
）を
開
催
し
、第
74
号

議
案・白
石
市
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
に
関
す
る

条
例
お
よ
び
第
75
号
議
案・白
石
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例
、第
77
号
議
案・白
石
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の
３
議
案
を
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
付
託
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
２
日
目（
12
月
８
日
）の
本
会
議
に
お
い
て
質
疑
が
行
わ
れ

た
後
、常
任
委
員
会
に
審
査
が
付
託
さ
れ
、12
月
12
日
に
議
案
の
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
を
経
て
、第
74
号
議
案
お
よ
び
第
75
号
議
案
に
つ
い
て
は

妥
当
と
認
め
、原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、第
77
号
議
案・白
石
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の一部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
は
反
対
の
討
論
が
あ
り
、採
決
の
結
果
、賛
成
多

数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
中
で
議
論
さ
れ
た
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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常  
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会

委
員
長
　
　
菊
地
　
忠
久

副
委
員
長
　
森
　
　
建
人

委
員
　
澁
谷
政
義・髙
橋
鈍
斎

　
　
　
小
川
正
人・保
科
善一郎

　
　
　
大
森
貴
之・角
張一郎

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

〔
質
疑
〕条
例
の
目
的
で
あ
る「
手

続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性

の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡

素
化
お
よ
び
効
率
化
」と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

〔
答
弁
〕各
種
の
手
続
き
を
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
に
す
る
こ
と
で
、パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か

ら
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
申
請
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、利
用
者
が
市
役
所
に

来
な
く
て
も
24
時
間
い
つ
で
も
申

請
が
で
き
る
こ
と（
利
便
性
）、申

請
書
を
手
書
き
す
る
必
要
が
な

く
、入
力
フ
ォ
ー
ム
等
で
の
申
請

が
可
能
に
な
る
こ
と（
簡
素
化
）、

オ
ン
ラ
イ
ン
提
出
に
よ
り
市
の
担

当
部
署
で
の
集
計
や
入
力
作
業

が
な
く
な
り
、電
算
処
理
を
自
動

化
し
や
す
く
な
る
こ
と（
効
率
化
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。

〔
質
疑
〕条
例
の
対
象
に
つ
い
て
伺
う
。

〔
答
弁
〕市
の
全
部
署
と
公
共
施

設（
指
定
管
理
者
）の
、オ
ン
ラ
イ

ン
化
を
実
施
・
検
討
す
る
申
請
や

届
け
出
が
対
象
と
な
る
。

◎
白
石
市
情
報
通
信
技
術
を
活
用

　
し
た
行
政
の
推
進
に
関
す
る
条
例

〔
質
疑
〕管
理
監
督
職
勤
務
上
限

年
齢
60
年
と
は
、誕
生
日
な
の
か

年
度
末
な
の
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕60
歳
の
誕
生
日
で
あ
る
。

〔
質
疑
〕年
度
途
中
で
管
理
監
督

職
勤
務
上
限
年
齢
に
な
っ
た
場

合
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
伺
う
。

〔
答
弁
〕管
理
監
督
職
勤
務
上
限

年
齢
に
達
し
た
日
の
翌
日
か
ら

最
初
の
４
月
１
日
ま
で
の
期
間

を
異
動
期
間
と
し
、同
期
間
に
管

理
監
督
職
以
外
の
職
に
降
任
等

を
行
う
。

〔
質
疑
〕管
理
監
督
職
の
降
任
後

の
職
に
つ
い
て
伺
う
。

〔
答
弁
〕白
石
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
別
表
第
１
の
職
務

の
級
で
、４
級
相
当
の
職
を
想
定

し
て
い
る
。

〔
質
疑
〕管
理
監
督
職
で
な
い
者

が
定
年
を
迎
え
た
場
合
の
降
任

後
の
職
に
つ
い
て
伺
う
。

〔
答
弁
〕管
理
職
手
当
の
支
給
が

な
い
副
参
事
、課
長
補
佐
、次
長

に
つ
い
て
も
、管
理
監
督
職
に
準

ず
る
職
と
規
定
し
、降
任
後
の
職

は
白
石
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
別
表
第
１
の
職
務
の
級

で
４
級
相
当
の
職
を
想
定
し
て

い
る
。

◎
白
石
市
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

〔
質
疑
〕改
定
す
る
国
保
税
率
の

算
定
根
拠
を
伺
う
。　
　
　
　

〔
答
弁
〕今
回
の
税
率
改
定
は
、平

均
引
上
率
を
7.6
％
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、令
和
４
年
度
当
初
予
算

に
お
け
る
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
入
額
１
億
１
千
400
万
円
を

歳
入
不
足
と
捉
え
、令
和
５
年
度

で
は
こ
の
不
足
額
に
対
し
、財
政

調
整
基
金
お
よ
び
一
般
会
計
か
ら

の
事
務
費
等
の
繰
入
金
を
補
填

し
、残
る
不
足
を
補
う
た
め
税
率

を
試
算
し
た
。

　

ま
た
、医
療
分
、支
援
分
、介
護

分
、そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
割
、均
等

割
、平
等
割
の
割
合
に
つ
い
て
は
、

県
が
示
す
令
和
４
年
度
の
標
準

保
険
料
率
を
参
考
と
し
て
い
る
。

〔
質
疑
〕国
保
加
入
者
の
医
療
費

の
推
移
を
伺
う
。

〔
答
弁
〕令
和
３
年
度
の
医
療
費

は
約
32
億
１
千
800
万
円
で
、前
年

度
比
約
１
億
３
千
400
万
円
の
増

加
、ま
た
、被
保
険
者
一
人
当
た
り

の
医
療
費
は
42
万
６
千
622
円
で
、

前
年
度
比
5.1
％
増
加
、県
内
市
町

村
平
均
比
で
は
２
万
500
円
高
額

と
な
っ
て
い
る
。

〔
質
疑
〕国
保
財
政
状
況
の
推
移

を
伺
う
。　
　
　
　
　
　
　
　

〔
答
弁
〕令
和
３
年
度
決
算
で
は
、

収
支
差
引
額
は
約
５
千
500
万
円

と
黒
字
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

単
年
度
収
支
差
額
は
約
２
千
470

万
円
の
赤
字
で
あ
っ
た
。

　

収
支
差
引
額
に
つ
い
て
は
、年

々
黒
字
額
が
減
少
し
て
お
り
、

◎
白
石
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
　


